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整理番号 673 氏　名 林　嘉宏
論文審査委月
(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成の
本論文は、優性骨髄性白血病(Chronic Myeloid Leukemia, CML)における転写因子C/EBPP
の発現制御機構および機能的意義を明らかにすることを目的として、慢性期C肌患者および健
常人ドナーの骨髄細胞とBCR-ABLを導入したマウス造血幹細胞株(EML紺胞) 、 C/EBPβ knockout
(KO)マウスの骨髄細胞について、 C/EBPpの発現と骨髄系細胞の分化・増殖の観点から分子生
物学的な故封を行い、以下の点を明らかにした。
1 )慢性期CNL患者の造血幹細胞、骨髄系前駆細胞において、 C/EBPp mRNAの発現は健常人
ドナーより冗進している。
2 ) C/EBPβの発矧まBCR-ABL-STAT5経路によ・り冗進する。
3) C/EB印は拭R-ABLによる骨鹿系細胞の分化・増殖を促し、慢性期CMLの病態形成に関与
する。
4) C/EBPpは骨髄系細胞の分化・増殖の誘導によってCML幹細胞を減少させる作用を有する。
本論文は, C/EB印を介したBCR-ABLによる骨髄系細胞の分化・増殖と慢性期CNLの痛態形成
機構の一端を明らかとし, C/EBPβの制御によりCML幹細胞を枯渇に導く治療戦略の可能性につ
いて新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内容1こ関連した試問を受け合格した
ので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められた。
(総字数5 7 3字)
.(平成25年1月28日)
